
・た
が
、
持
ち

一根
性
で
克
服

か。
彼
女
の
プ

′は
健
在
だ

っ

はヽ
俗
世
間
な

一で
〉
と
で
も

を̈
感
じ
た
。

一か
な
プ
ー
ム

ソ́
ン
で
は
あ

っ
て
し
ま
え

ラ́
オ
ケ
教
室

本を
見
る
と
、

／歌
手
と
し
て

ま

れ
て
い
な

「
シ
ヤ
ン
ソ

知^
ら
な
い
時

ク
ん
、
　
″ザ

・

蕪

縁
の
ジ
ャ

）
い
も
の
を
求

一グ
ロ
ー
バ
ル

″
に
も
押
し
寄

一で

「
売
れ
る

一
政
治
家
ま
で

や
る
ク
ー
ル

・

ピ

難

機

，
く
数
多
く
の

″
い
る
。
そ
こ

ヽ
も
虚
栄
で
も

一重
ね
な
が
ら

警

の
持
て
る

〕
る
円
熟
の
ア

リ
だ
。
ぜ
い
た

籠

し
た

一
日

瘤
＝
フ
ラ
ン
ス

んゞまい

の
。
商
業
写
真
に
は
な
い

″身

近
さ
″
を
感
じ
さ
せ
る
の
が
特

徴
だ
。
例
え
ば

「お
花
見
」
を

紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
で
は
、
名
所

で
は
な
く
近
所
の
公
園
で
人
々

が
花
見
を
楽
し
む
光
景
を
取
り

上
げ
て
い
る
。
各
ペ
ー
ジ
に
は

英
文
も
併
記
さ
れ
て
お
り
、
外

国
人
旅
行
者
へ
の
お
土
産
に
も

な
る
よ
う
に
し
た
．

（
マ
ガ
ジ

ン
ハ
ウ
ス
＝
０
３

・
３
５
４
５

・
７
０
３
０
／
１
３
０
０
円
）

齋
田
真

一　
著

〈
真
に
情
報
を
生
か
す

。
読

み
解
く
と
い
う
こ
と
〉
図
表
や

例
で
わ
か
り
や
す
く
学
べ
る

書
。
ま
ず
情
報
の
活
用
と
解
釈

の
概
要
を
述
べ
、
情
報
伝
達
の

仕
組
み
と
情
報
活
用
の
機
能
に

つ
い
て
掘
り
下
げ
、
情
報
を
的

確
に
分
析
す
る
た
め
の
情
報
収

集
／
情
報
整
理
／
デ
ー
タ
加
工

／
情
報
分
析
を
解
説
。
終
章
で

そ
れ
ら
情
報
を
上
手
に
活
用
し

成
果
に
つ
な
げ
る
。
双
方
向
で

の
活
用
や
心
構
え
な
ど
の
考
え

方
を
解
説
す
る
。

（産
業
能
率

大
学
出
版
＝
０
３

・
６
２
６
６

・
２
４
０
０
／
１
４
０
０
円
）

術
祭
」
な
ど
多
数
の
地
域
と
人

を
結
ぶ
イ
ベ
ン
ト
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
を
務
め
て
き
た
。
過
疎
高

齢
化
の
地
域
に
、
人
間
存
在
の

基
本
に
立
ち
戻
っ
た
人
と
人
と

の
ひ
ら
め
き
方
紹
介
〉
古
今
東

西
の
あ
ら
ゆ
る
様
々
な
ア
イ
デ

ア
法
を
見
開
き
で
約
２
５
０

章
、
２
５
０
個
紹
介
。　
一
見
突

拍
子
も
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
潜
在
意
識
を
引
き
出
し
た

り
、
視
点
を
切
り
替
え
る
ヒ
ン

ト
が
隠
れ
て
い
る
。
ど
の
ペ
ー

ジ
か
ら
開
い
て
も
す
ぐ
ひ
ら
め

き
が
試
せ
る
仕
組
み
。

（サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ
出
販
＝
０
３

・
５

７
７
５

・
５
１
９
２
／
２
０
０

女
た
ち
を
お
お
ら
か
に
歌
う
詩

集
〉
著
者
の
生
家
、
群
馬
県
桐

生
市
の
織
物
工
場
を
幻
想
の
舞

台
に
、
繊
維
産
業
で
働
く
日
本

の
女
工
た
ち
の
生
活
や
思
い
な

ど
を
詩
で
物
語
る
。
あ
え
て
上

州
弁
を
ベ
ー
ス
に
地
方
語
を
詩

三
越
伊
勢
丹

著

〈
日
本
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
に

着
目
し
た
ニ
ッ
ポ
ン
ガ
イ
ド
〉

お
正
月
や
節
分
、
ひ
な
祭
り
、

七
夕
、
お
彼
岸
、
お
月
見
、
ク

リ
ス
マ
ス
と
い
っ
た
日
本
の
年

中
行
事
に
つ
い
て
、
い
わ
れ
や

そ
の
中
身
を
写
真
付
き
で
説
明

し
て
い
る
。
取
り
上
げ
る
行
事

は
３３
●
年
中
行
事
に
関
わ
る
商

品
を
扱
う
百
貨
店
と
し
て

「売

る
前
に
お
客
様
に
き
ち
ん
と
し

た
知
識
を
提
供
す
る
の
も
役

割
」
と
企
画
し
た
。
写
真
は
同

社
社
員
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
約

３
年
か
け
て
撮
り
た
め
た
も

梅

織
鶴

繊

維

嚇

今
年
の
展
覧
会
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
多
く
の
著
名
な
作

家
の
大
規
模
展
が
開
催
さ
れ

た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
３
大
巨
匠

で
あ
る
ダ

・
ヴ
ィ
ン
チ
や
ミ
ケ

ラ
ン
ジ
ェ
ロ
．
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の

る
ク
リ
ム
ト
や
ミ
ュ
シ
ャ
の
織

緋
で
華
麗
な
作
品
も
来
日
し
、

ア
ー
ツ

・
ア
ン
ド

・
ク
ラ
フ
ツ

の
世
界
を
展
開
し
た
。

日
本
画

で
も

、

「
東
の
大

観
、
西
の
栖
鳳
」
と
呼
ば
れ
た

余
田
拓
郎
／

首
藤
明
敏
　
編
著

〈
成
功
事
例
か
ら
導
き
出
さ

れ
た
勝
つ
た
め
の
方
法
論
〉
法

人
へ
の
営
業

（Ｂ
お
Ｂ
領
域
）

は
、
現
在
も
ま
だ

「属
人
的
な

営
業
力
」
に
依
存
傾
向
が
あ

り
、
多
様
化

・
高
度
化
し
て
い

る
Ｂ
ｔ。
Ｃ
領
域
に
比
べ
、
マ
ー

ケ
テ
イ
ン
グ
手
法
の
導
入
が
進

ん
で
い
な
い
。
こ
の
こ
と
を
受

け
博
報
堂
と
博
報
堂
コ
ン
サ
ル

テ
イ
ン
グ
は
慶
応
義
塾
大
学
院

経
営
管
理
研
究
科
の
依
田
教
授

と
研
究
．
組
織
的
な
マ
ー
ケ
テ

イ
ン
グ
活
動
が
法
人
営
業
の
成

功
条
件
で
あ
る
こ
と
を
３
０
０

社
の
例
か
ら
示
曖
。

（東
洋
経

済
新
報
社
＝
０
３

・
５
６
０
５

・
７
０
２
１
、
２
２
０
０
円
）

〈
ア
‘

ア
ア
と
理
冊
を
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
な
げ
る
方
法
〉
な

ぜ
、
日
本
か
ら
ジ
ョ
ブ
ズ
や
ザ

ツ
カ
ー
バ
ー
グ
が
出
な
い
の

か
。
大
企
業
や
官
公
庁
を
中
心

に
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
開
発

・
提

供
し
て
い
る
著
者
な
ら
で
は
の

コ●
イヽ
■
，ナ
■
■
Ｌ
ヽ
●０
さ
”
ン
、　
一卜
，
ｒ
」

の
交
流
を
生
む
こ
と
に
ア
ー
ト

を
切
リ
ロ
と
し
成
功
さ
せ
た
立

役
者
。
本
書
で
は
著
者
と
第

一

線
で
活
躍
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
建
築
家
、
写
真

家
、
評
論
家
、
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
き
た
方
々
と
の
イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
、
対
話

・
講
演
を
集

録
。

（美
術
出
版
社
＝
０
３

・

３
２
３
４

・
２
１
５
３
／
２
５

０
０
円
）

園

囲

鳳

国

武
井
則
夫
　
著

〈
ど
う
し
て
も
売
上
と
利
益

が
増
え
て
し
ま
う
心
理
マ
‥
ケ

テ
ィ
ン
グ
〉

「人
は
理
由
が
あ

れ
ば
行
動
す
る
。
そ
し
て
理
由

が
伝
わ
れ
ば
選
ば
れ
る
。
だ
か

ら

『
選
ば
れ
る
理
由
』
を
こ
ち

ら
が
用
意
す
る
」
と
核
心
を
語

り
、
中
堅
中
小
企
業
を
応
援
．

ヽ
ま
ヽ
〓
Ｄ
■
′
Ｄ
彗
根
蟄
ヨ

真
譲
舞
衣
子

著

翁

と
塩
と
水
だ
け
の

「ひ

っ
つ
み
」
活
用
〉
基
は
青
森
、

岩
手
南
部
地
方
の
郷
土
料
理
の

ひ
と
つ
。
１
週
間
は
保
存
で

き
、
四
季
を
通
じ
た
料
理
や
若

、
ヽ
こ
う
蒸
壁
こ
ぶ
再
●
瞥
６

σ:1警lb

1958年に日本通運本社

された「通運史料室」を

る。1998年8月に日本通遅

開館した、日本IIE一の物

る専門館である。

物流の歴史や現代に魔

を通して、物流の役割ヘ

広げ、特に子供たちにも

つてもらうことが目的 .

年を迎えた2008年には腰
一層の充実を図るため、

のリニユーアルを実施し

は財団法人利用運送振興

をおこなつている。物
「運ぶ」という饉みに丈

を深める活動も行つてい′

飛脚などの着用・道興

き、昭和20年代～50年代

00本前後の物流に関すそ

があり、現代物流の要所

港、港、鉄道、トラック

ターミナルを一望できそ

模型を展示。

ギャラリー/

ュアル版
繊
｀
覆新聞 2θだ。/2・ 2θ 機本書の内容

第 1章 1/MDはお罐
お客様が求める店と VM
と数値化の両輪

第 2章 通行人をお1

「A10MA」 の法則をVMI
インはリアル店舗の “魅1

第 3章 集客と誘客
集客と誘害の三大要素…・

第 4章 VMDに必]
店の活性化とVMOに必ヨ

第 5章 お客様の購
セルフセレクションの買
,Иヒする方法/商品のラ・

第 6章 買い場づく
4つの「やすしヽ がポイ
くりσ〕Vp.pp.lP

早乙女 喜栄子

粽妙躙瘍迪袋 儡吻 屹嘲趙 Å卜鑽孟恣彰蝸魏

本書は、売り場を「買い場」としてとらえ、売り上げをつくるた

めの魅力的な買い場づくり(VMD)をお客様視点で具体的に提案。
アパレル (衣)シ ョップをメインに、陸≧」「住」を含めた 22業種


